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障がい福祉なんでも相談室障がい福祉なんでも相談室
利用予約の電話番号が変更になりました　
☎０７９（４３５）２３６１

障がい福祉なんでも相談室
のご案内は、毎月の広報はりま

「各種相談」のページに掲載しています。
　今月号は28ページです。

ご参照ください。
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播
磨
町
で
は
、
兵
庫
県
弁
護
士

会
に
委
託
し
て
無
料
法
律
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
金
銭
の
貸
借
や

不
動
産
に
関
す
る
こ
と
、
交
通
事

故
や
事
件
に
関
す
る
こ
と
、
離
婚

問
題
や
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス

ト
ー
カ
ー
で
お
悩
み
の
方
な
ど
、

様
々
な
問
題
で
法
律
の
助
け
が
必

要
な
方
を
対
象
に
弁
護
士
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
相

談
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
悩

み
の
方
は
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
無
料
法
律
相
談
と
女
性

法
律
相
談
を
分
け
て
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
よ
り
女

性
問
題
に
つ
い
て
も
無
料
法
律
相

談
で
お
受
け
し
ま
す
。

▼
対
象　

播
磨
町
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
ご
家
族
が
代
理
で
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

▼
相
談
日
時

○
第
１
･
３
火
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午
（
追
加
相
談
日
）

○
第
２
･
４
月
曜
日　

午
後
６
時

～
８
時
（
こ
れ
ま
で
通
り
の
相
談

日
）

▼
相
談
時
間　

１
人
30
分

※
１
日
に
受
け
付
け
る
相
談
は
４

人
ま
で
。
月
４
回
の
相
談
日
が
あ

り
ま
す
。
相
談
日
が
祝
日
に
当
た

る
場
合
は
、
翌
平
日
に
繰
り
下
げ

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法　

中
央
公
民
館

窓
口
で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

空
き
が
あ
る
場
合
は
当
日
の
受
け

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す

▼
相
談
場
所　

中
央
公
民
館

【
お
願
い
】

　

相
談
時
間
の
５
分
前
に
は
中
央

公
民
館
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
都
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
無
断
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
ま
す
と
、
以
後
相
談
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
健
康
福
祉
事
務
所
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
一
般
健
康
相

談
を
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま

す
。

　

健
康
診
断
書
の
発
行
を
目
的
と

す
る
健
康
診
断
は
、
最
寄
り
の
医

療
機
関
や
健
診
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
康
相
談
や
エ
イ
ズ
検

査
、
肝
炎
検
査
、
梅
毒
検
査
な
ど

は
予
約
制
に
て
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

☎
０
７
９
（
４
２
２
）
０
０
０
２

　

平
成
18
年
に
開
設
し
た
身
体
・

知
的
・
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
る
「
障
が
い

福
祉
な
ん
で
も
相
談
室
」
も
ほ
ぼ

２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
一
度
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

相
談
員
の
方
に
、
昨
年
よ
り
も
う

少
し
具
体
的
な
例
な
ど
を
あ
げ
て

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
４
月
よ
り
利
用
予

約
の
電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員
の
植
田

さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
す

　

身
体
障
害
者
相
談
員
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
紹

介
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
一

般
的
事
例
を
用
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

▼
相
談
内
容

事
故
に
よ
り
入
院
さ
れ
て
い
た
方

（
車
い
す
の
利
用
が
必
要
）
が
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
終
え
自
宅
に
帰
る

こ
と
が
決
定
し
、
退
院
後
の
自
宅

で
の
生
活
に
つ
い
て
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か

▼
活
動
内
容

① 

相
談
員
が
病
院
を
訪
問
し
、
ご

本
人
や
ご
家
族
と
面
談
し
て
退
院

後
の
生
活
に
関
す
る
意
向
の
聞
き

取
り
を
し
ま
す
。
ま
た
主
治
医
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
看
護

師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
と
も
話
し
合
い
を
し
て
、
在

宅
で
必
要
な
ケ
ア
の
内
容
に
つ
い

て
も
確
認
し
ま
す
。

②
ご
本
人
や
ご
家
族
の
在
宅
生
活

に
関
す
る
ご
希
望
や
、
医
療
関
係

者
な
ど
の
助
言
を
も
と
に
、
相
談

員
は
必
要
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
自
宅
で
の
介
護
や
看
護
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

居
宅
介
護
や
訪
問
看
護
の
事
業
所

の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
、
面
談
や
契
約
の
際
の
橋
渡

し・
障
が
い
者
支
援
施
設
へ
日
中

通
っ
た
り
、
短
期
入
所
し
た
り
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
実
際
に

利
用
す
る
か
ど
う
か
決
定
で
き
る

よ
う
、
事
前
見
学
に
同
行

・
車
い
す
で
の
生
活
が
し
や
す
い

よ
う
、
病
院
の
作
業
療
法
士
や
役

場
の
担
当
者
、
福
祉
用
具
取
扱
業

者
な
ど
と
連
携
し
て
必
要
な
福
祉

用
具
の
購
入
や
住
宅
改
修
の
た
め

の
お
手
伝
い

③
退
院
に
向
け
て
の
準
備
が
整
い
、

無
事
在
宅
復
帰
を
果
た
し
た
後
も
、

ご
本
人
の
希
望
や
必
要
に
応
じ
て

相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
就
労
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

障
が
い
者
を
対
象
に
し
た
職
業
訓

練
施
設
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を

提
供

・
同
じ
障
が
い
の
あ
る
人
同
士
が

悩
み
や
体
験
談
を
話
し
合
え
る「
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
や
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
社
会
参
加

に
関
す
る
情
報
を
提
供

　

今
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一

例
の
み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
相
談
員
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
実
際
に

寄
せ
ら
れ
る
ご
相
談
の
内
容
は
実

に
様
々
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
、

ご
家
族
、
関
係
者
な
ど
ど
な
た
か

ら
の
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ご

自
宅
を
訪
問
し
て
ご
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
当
相

談
窓
口
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

法
律
相
談
の
相
談
日
時
が
増
え
ま
す

▼
相
談
の
予
約　

中
央
公
民
館
窓
口
（
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

健
康
福
祉
事
務

所
に
お
け
る
一

般
相
談
を
廃
止

し
ま
す

　法律相談のほか、各種相
談のご案内は、毎月の広報
はりま「各種相談」のペー
ジに掲載しています。

　今月号は28ページです。
ご参照ください。

　加古川健康福祉事務所の
保健相談は、毎月の広報はり
ま「保健のページ」に掲載し
ています。

　今月号は27ページです。
ご参照ください。

http://bosai.net/harima/

「防災安心ネットはりま」に
登録しましょう

「防災安心ネットはりま」に
登録しましょう

◀防災安心ネットはりま
　QRコード

　法テラスとは、総合法律支援法に基づき国が設立した公
的機関です。コールセンターを設置し、法的トラブルにあ
い、どのような解決方法があるのかわからない、どこに誰
に相談していいのか分からないという方に法の制度の情報
や適切な相談窓口を紹介します。また、犯罪にあわれた方
に対して、犯罪被害者支援の知識と経験を持った担当者が
お話をお聞きし、犯罪被害者支援に詳しい弁護士の紹介や
犯罪被害者団体などに関する情報などを提供しています。
　相談者の秘密は厳守し、お名前や話したくないことを無
理にお聞きすることはありませんので、法的トラブルでど
うしたらよいかわからずお悩みの方は、お気軽にお問い合
わせください。

★情報提供　　☎０５７０ ‐ ０
お な や み な し

７８３７４
　※PHS・IP電話からは、☎０３（６７４５）５６００

★犯罪者支援　☎０５７０-０
な く こ と な い よ

７９７１４
　※PHS・IP電話からは、☎０３（６７４５）５６０１
▶受付時間
　○平　日　午前９時～午後９時
　○土曜日　午前９時～午後５時

※通話料は、固定電話からの場合、全国一律3分8.5円か
かります。

　法テラスホームページ　http://www.houterasu.or.jp/

「法テラス」を知っていますか？ ●「防災安心ネットはりま」とは
　携帯電話やパソコンのメールアドレスを登
録いただくと、災害時の情報や地域の不審者
情報などの緊急情報を住民の皆さまにいち早
くメールにてお届けします。平常時には、防
災情報や休日の救急当直医情報をみることが
できます。
●登録すると次の情報が受けられます

　携帯電話で情報入手できるため、いつでも
どこでも情報を入手できます。
・町からの災害時の情報や地域の不審者情報

などの緊急情報
・「ひょうご防災ネット」を通じて気象警報、

地震情報など
・避難場所一覧
・休日の救急当直医情報 
▶問い合わせ　健康安全グループ
　☎０７９（４３５）２７２１

※ＱＲコード読取機能がついたカメラ
付き携帯電話の場合は、コードを
接写するだけでアクセスできます。
操作方法は、携帯電話の取扱説
明書を見てください。
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対
象
と
な
る
融
資

　

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
４
項
の
規
定（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
）
に
よ
る
播
磨
町
長
の
認

定
を
受
け
、
そ
の
認
定
に
よ
り
受

け
た
融
資

申
請
で
き
る
方

個
人
事
業
主
の
方　

播
磨
町
内
に

住
所
か
事
業
所
の
あ
る
方

法
人
の
方　

播
磨
町
内
に
本
社
を

構
え
る
方

補
助
す
る
額

　

支
払
っ
た
信
用
保
証
料
の
２
分

の
１
（
上
限
20
万
円
）

補
助
す
る
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

 

平
成
20
年
４
月
１
日
認
定
分

ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
補
助

し
ま
す

　

対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
日
を
過
ぎ
る
と
受
け

付
け
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書　

申
請
書
は
住
民
グ
ル
ー

プ
で
お
渡
し
し
ま
す
。
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
お
送
り
で
き
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
４

�
０
７
９
（
４
３
５
）
０
７
６
６

e-m
ail　

jum
in@

harim
a.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.h
a

rim
a

.
lg.jp

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）
対
象
の
方
へ

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
保
険
料
は
、
市
町
村
民

税
の
課
税
区
分
（
課
税
・
非
課
税
）

お
よ
び
前
年
の
合
計
所
得
金
額
な

ど
に
基
づ
き
決
定
す
る
た
め
、
こ

れ
が
確
定
す
る
６
月
以
降
で
な
け

れ
ば
決
ま
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
20
年
度
か
ら
継
続

し
て
特
別
徴
収
に
よ
り
納
付
さ
れ

て
い
る
方
の
、
平
成
21
年
４
月
、

６
月
お
よ
び
８
月
の
保
険
料
は
、

基
本
的
に
平
成
21
年
２
月
に
年
金

か
ら
徴
収
し
ま
し
た
保
険
料
額
と

同
じ
額
を
「
保
険
料
仮
徴
収
額
」

と
し
て
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
21
年

度
か
ら
新
た
な
保
険
料
額
が
設
定

さ
れ
る
関
係
で
、
８
月
の
金
額
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

21
年
度
の
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
仮
徴
収
額
の
通
知
は
、

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座

振
替
で
納
付
）
対
象
の
方
へ

　

特
別
徴
収
の
部
分
で
も
述
べ
ま

し
た
が
、
21
年
度
の
保
険
料
額
は

６
月
以
降
で
な
け
れ
ば
決
定
で
き

ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
普
通
徴
収
の

方
に
つ
い
て
も
、
20
年
度
の
保
険

料
額
を
基
に
第
１
期
（
４
月
）
分

の
保
険
料
を
徴
収
し
ま
す
。 

こ
れ

を
暫
定
賦
課
と
言
い
、
４
月
中
旬

に
１
回
分
の
納
付
書
（
通
知
書
）

を
送
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
６
月
に
保
険
料
額
が
確

定
し
ま
す
の
で
、
年
額
か
ら
第
１

期
分
を
除
い
た
額
を
残
り
の
５
回

の
納
期
で
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
決
定
通
知
に
つ
い

て
は
特
別
徴
収
と
同
じ
く
６
月
中

旬
に
な
り
ま
す
。

　

播
磨
町
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
21

年
２
月
19
日
よ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
を
利
用
し
て
融
資
を

受
け
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
融
資
に
必
要
な
信
用
保
証
料

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
一
部
に

国
庫
負
担
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
国
庫
負
担
金
の
割
合

が
、
平
成
21
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

の
３
分
の
２
か
ら
２
分
の
１
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確

実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢

基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害
基

礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
手
厚
く
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
切
な
国
民
年
金

で
す
が
、
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
が
低
く
な
っ
た

り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
４
千
660
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送

ら
れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

　

納
め
先
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機

関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、１
年
分
ま
た
は
６
ヵ

月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分

に
つ
い
て
前
納
す
る
と
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
21
年
度
の
１
年

分
の
保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る

と
17
万
２
千
800
円
で
、
年
間
３
千

120
円
（
1.8
％
）
の
割
引
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て

前
納
す
る
と
、
平
成
21
年
度
の
１

年
分
の
前
納
額
は
17
万
２
千
230
円

で
、
さ
ら
に
有
利
な
年
間
３
千
690

円
（
2.1
％
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
月
々
の
保
険
料
「
口
座
振

替
の
早
割
」
で
１
ヵ
月
早
め
て
納

付
す
る
と
、
年
間
600
円
（
月
額
50

円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
の
一
部
納

付
（
一
部
免
除
）
の
保
険
料
月
額

は
、
４
分
の
１
免
除
で
１
万
１
千

円
、
半
額
免
除
で
７
千
330
円
、
４

分
の
３
免
除
で
３
千
670
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
部
納
付
制

度
に
つ
い
て
も
前
納
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
の
申
し

込
み

　

そ
の
ほ
か
、
前
納
制
度
と
口
座

振
替
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
０

年
金
の
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
社
会
保
険
庁
のhttp:

//w
w

w
.sia.go.jp/

（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
）
や
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外

は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

▼
問
い
合
わ
せ　

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所　

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
０

中
小
企
業
の
皆
さ
ん

信
用
保
証
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

平
成
21
年
度
　
介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
２

転入してきたとき

※国保証（国民健康保険被保険者証）を交付している世帯の方は国保証を持参してください。

印鑑、転出証明書

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

印鑑、国保証、世帯主名義の預金通帳

届出に必要なものこんなとき

ほかの健康保険をやめたとき（退職したと
きや健康保険の扶養からはずれたとき）

印鑑、健康保険の資格喪失証明書
（各事業所で証明を受けてください）

ほかの健康保険に加入したとき

生活保護を受けることになったとき

死亡したとき（葬祭費の申請）

印鑑、国保証、保護開始決定通知書

退職者医療制度に該当するとき 印鑑、国保証、年金証書

印鑑、国保証、健康保険証か健康保険
の資格取得証明書 

印鑑、国保証、喪主並びに葬儀が確認
できる書類（会葬御礼はがきや葬儀会
館の領収書）、喪主名義の預金通帳

※退職者医療制度に該当すると…厚生年金や共済組合などの老齢（退職）年金を受け
ており、年金加入期間が通算20年以上か40歳以降に10年以上ある人で65歳未満の方
は、届出により65歳の誕生月まで退職被保険者証が交付されます。退職者医療制度
では、本人の自己負担と保険税のほか、職場の健康保険などからの拠出金が財源とな
っています。退職者医療制度の対象となっているにもかかわらず届出がされないと、拠
出金が負担する医療費分まで国保が負担することになります。皆さんの負担軽減が図
られることにもなりますので、対象となったら必ず届出をお願いします。

子どもが生まれたとき
（出産育児一時金の申請）

加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

そ
の
他

特別徴収（年金天引き）の方法

●仮徴収（４月・６月・８月の支払い分）
　基本的に前年度最後の支払い月（２
月支払い分）と同じ金額が仮徴収とし
て、年金から天引きされます。
●本徴収（10月・12月・翌年２月の支払
い分）
　今年度分の保険料額の確定を受け
て、仮徴収額との調整が行われます。
　「確定した保険料の年額 － 仮徴収
合計額」を３回（10月、12月、２月）に
分けて徴収されます。

本
徴
収

本
徴
収

本
徴
収

仮
徴
収

仮
徴
収

仮
徴
収

4月 6月 8月 10月 12月 翌年2月

12
広報はりま 21.4

13
広報はりま 21.4


